
第2部　基調講演

広島大学の学士課程教育改革の取り組み
－到達目標型主専攻プログラムの構築－

広島大学総合科学部教授　於保幸正

本日は広島大学の取組みについてお話できる機会を

作っていただきありがとうございます。広島大学では

平成18年度から総合科学研究科を設立することができ

ることになりました。その設立に向けて文部科学省に

相談していく過程の中で，新潟大学の先進的取組みに

つきまして文部科学省からお話を伺っておりましたが，

本日いろいろ勉強させていただきまして，本当にあり

がとうございました。お話を伺うと新潟大学における

学士課程教育の狙いと広島大学のそれとは基本的に同

じであるとの印象を受けました。ただ，それぞれの大

学の歴史や組織の違いによって，具体的な実施面で違

いがあるかと思います。レジュメには，広島大学の

「教育プログラム実施要綱」から抜粋したものを載せ

ております。これをみていただければ基本的には分か

るようになっておりますので，それを補足するような

形でお話をしようと思います。なお，私は平成14年頃

から教育プログラムに関与しておりましたが，本年の

5月頃に教育プログラムから遠ざかりましたので，そ

れ以後の議論について私は理解しておりません。この

点につきましてはあらかじめお断りしておきます。

広島大学の規模や構成についてお話します。本学は

現在10学部で構成されています。来年度からは薬学部

が設立され，11学部になります。入学する学生は約

2500人で，教員の数は約1700人です。大学院は全て講

座化されており，教員は大学院に属していることにな

ります。そのことが学士課程を客観的にみることがで

きることとなり，教育プログラムの開発に寄与したこ

と考えられます。何故本学で敢えて「教育プログラ

ム」の言葉を使うかと申しますと，既にコースとか類

とか称する教育課程がございます。それと混同しない

ためにということもあり，また，これからお話します

が，従来以上に授業科目を統一的かつ体系的に配置し

たカリキュラムを構築したいとの思いがあるために，

「教育プログラム」の言葉を使わせていただきます。

本学の教育改革の経緯から話を進めさせていただき

ます。平成3年度に大学設置基準の大綱化がありまし

た。本学ではそれに対応した動きができませんでした。

それは現在の東広島キャンパスへの統合移転の最中で

あったためです。平成9年度から教養教育の改革を行

いましたが，平成7年度からはその準備にあたりまし

た。平成12年に「21世紀の広島大学像マスタープラ

ン」が評議会で承認されました。これは本学が目指す

べき方向を示すものであり，学部数育として基礎・基

本と教養を重視した人間教育の充実を謳っています。

平成13年には，大学計画委員会が「広島大学の学士課
程教育体制の再構築に向けて」という答申を出しまし

た。そこでは，学習達成度を明確に測定するなど学生

の学習状況を把握する全学的なデータベースを構築し，

カリキュラムや教育方法の改善につながるシステム作

りを提案しています。また，学士課程教育を学部の枠

内にとどめることなく，学部を超えて実施する柔軟な

教育体制として「プログラム制」の開発を学士課程教

育再構築のための具体的方策の一つとして提案してい

ます。

この答申を受けて，教育プログラム開発準備部会が

評議会の下に組織されました。この部会は平成14年7

月評議会に，「教育プログラム制の導入について」を

提出し，教育プログラム制に関する一般事項と本学で

の導入にあたっての基本的事項を報告しました。また，

平成14年11月評議会に「本学に導入する教育プログラ

ム制について」提案し，本学導入について合意を得ま

した。部会は，平成15年3月に最終答申を行い，実施

に向けての必要な事項や具体的な問題に対する方策や

申し合わせなどの策定は，教育プログラム実施特別委

員会で検討されることになりました。平成16年4月の

法人化によって，この時別委員会の業務は教育プログ

ラム推進部に引き継がれています。

以上のように，教育プログラムの基本的な考え方は，

既にこのFDで農学部の箕口先生がお話になったこと

と同じですが，どういう人材を養成するかという教育

成果ないし到達目標を明確にしようということです。

その際に，到達度測定を定期的に行い，カリキュラム

全体としての評価を行い，それに基づいて，PDCAサ

イクルを動かすことも考えています。

このような考え方の基礎になっていますのは，イギ

リスの大学教育評価です。イギリス高等教育質保証機

構（QAA）は，ベンチマークを作ること，即ち，学

問領域別学位水準基票の提示を求めています。これに

は次の事柄が盛り込まれなければなりません。それら

は，基本前提，学生が身につけるべき技能の資質，学

位プログラム内容の基準，学生の発達・成長過程，教

授と学習，成績評価の内容と方法，評価基準などです。
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つかえる」3つのキーワードにして，広島大学に入学

すればこのような教育を受けられるのだということの

広報に努めております。

今後の課題としては次のような事柄が挙げられます。

・到達目標の具体的測定

・学部横断型プログラムの開発

・副専攻プログラムの充実

・複数学位の取得（ジョイントディグリー）

・補充教育

・教育負担と教育経費

・教職員の研修

・教員支援

・大学院の講座化に向けた教養教育の実施体制

・開放制の教員養成に関する全学的なシステムの

構築

などです。特に，到達目標の具体的に測定するため

には，乗り越えなければならない多くの問題がありま

す。

以上，教育プログラムとして広島大学の学士課程教

育に対する取り組みを紹介しましたが，これまでの話

は基本的に，農学部の箕口先生がお話なさったことと

狙いは共通しているように思います。その道いは大学

の歴史や組織の違いに起因Lているように思えますが，

学生に良い教育を行うとする基本的な考え方は同じで

あると思います。

ありがとうございました。

第3部　総合討論

増田（理学部）：

非常に画期的なことを進めておられるということで、

いろいろ参考になりましてありがとうございました。

2つほど聞きたいのですが、

特定プログラムの既習得要件を課しているというこ

となんですが、私もこれ非常に重要なことではないか

と考えております。で、先日も特色あるGPに関する

研究会がございました。その時にある先生が言ってお

られたんですが、必修科目を設けると学生は4年生に

なっても必修科目を取っている状況がある、だから必

修科目を決めた意味がない。そこで、必修をはずして

すべてこういうリクアイヤメンツをつけた形でなら、

非常に上手くいったという詰もありましてですね、こ

の既習得要件っていうのはどこでどのように設定され

るかっていうのが1つ目です。

もう一点ですが、教養教育の実施体制ということで

いろいろご苦労なさっているようですが、教養教育と

それから主専攻プログラムっていうのがどんな関係に

あるのか？その中に教育っていうのは含まれるのか、

あるいは別の形で設けたほうがいいのか敢えていただ

ければありがたい。失礼しました私理学部の増田と申

します　宜しくお願いLます。

於保：

既習得要件ですが、これは初年次育をどのような行

うかとし1う問題、それから基礎教育の問題と関係して

おります。授業科目をどのような順序で学習させるか

はコード番号で示すことになります。また，シラバス

でも既習得要件を示しておかねばなりません。従来の

シラバスでは，学生の学習には役に立ちませんので，

本格的なシラバスを記載していただくようにお願いし

ておりますが，教員からの反発に大きいものがありま

す。

教養教育も主専攻プログラムのなかに入っておりま

す。実は教育学部は平成9年に改革を行いましたが、

まだ改革途上だという認識を我々はもっています。そ

のために何をしたかといいますと，基礎教育科目を多

くの大学は既に専門基礎として分・けてあるんですけれ

ども、我々は全部一緒に含めていました。それを基礎

科目として分・離しまして、必修または選択必修科目と

しました。それ以外の授業科目はいろいろありますが，

どのような内容が教養教育として相応しいのか，十分

に検討していただくようにお願いしております。

今泉（工学部）：

工学部の教員です。今でてきました既習得要件なん

ですけれども、今までは導入されればいろんな問題が

解決されると考えていました。例えば，これから入っ

てくる学生さんのレベルがいろいろなんだけれども、

それに見合わない学生さんはこのステップを踏んでっ

てことになります。これから入ってくる学生さんの学

習履歴がいろいろ異なっていても対応ができるとのこ

となんですね。けれども、私がちょっと数年前にアメ

リカの州立大学に留学した時にシラバスを見ますとで

すね、この科目をとるためには2つ3つの科目に関し

て履修後とか、単位習得後と書いてあるんですね。

それが非常に重要だけれど、なぜ日本でできていな

かとかちょっと考えてみたんですね。1つはですね、

アメリカはセメスター制になっていて、ある科目が日

本でいう1期2期も開設されている、同じ科目を開い

ているわけです。ですから、もしそこで1期に単位を

落としても、2期にも同じ科目があるから取り直すこ

とができる。そこで取り落としても次の時にトレーニ

ングコースとか、夏休みは期間は短いんだけども集中

的にするような科目だけまだ開講しているから、そう

いうのがあるから既習得要件があったということ。

科目の不理解が大きいから今、授業科目っていうの

は2単位の科目が多いと思うんですけど。3単位、4

単位とかになって、週に2度月水金と1時間ずつ授業

があって、それで3単位とかそういうふうに開設した

り、細かい科目をたくさんとって既習得要件としてい

るのではなくて、大きな科目、日本でいうところの2

科目ぐらいが1つになっている。それで、それを履修

しているかどうか、習得しているかということになっ
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ていると思うんですね。

今広島大学で考えられているシステムは、独自に考

えておられるか、もしくは他に参考にされているとこ

ろがあるのか、ちょっとわからないんですけれども。

例えば今言いましたように、1期では落とした学生が

復活できる、要するに2期に取ることができる、そう

いうふうなところを広島大学として考えておられるか、

もしくは日本の大学でそういうことを考えているとこ

ろがあるのか。そういうところについてちょっと情報

を敢えて下さい。

於保：

先生がおっしゃったとおりなんですね、複数．回取れ

るような状況がないと既習得要件を設定できません。

［互亘］

広島大学の学士課程教育改革
の取組
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21世紀の広島大学像　マスタープラン

難
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・学部数育として基礎・基本と教養を重視した
人間教育の充実

・大学院教育として教育組織と研究組織の分

離による柔軟な教育体制の構築による大学
院教育の飛躍的拡充

要するにだめだったら、1年間だめですよってことな

んですね。これをするため実は、授業時間帯も変えた

んです。実は、広島大学では，交通が不便で授業は9

時くらいから始まります。また，広島市内では夜間の

時間もあります。これらの授業の整合性を保たせるた

めに、授業時間の変更を考えました。その時に、我々

5コマ目っていうんですけれビタ方の時間帯に基礎科

目を複数回開設することも考えられると思っていまし

た。学期制についても，考え直そうとしたことがあり

ます。それは現在2学期制で授業が進められておりま

すが，国際基督散大学や筑波大学で行われているよう

に3学期制も考慮したことがあります。しかしながら，

問題がありまして，これは直ぐに実施することはでき
ませんでした。

広島大学の教育改革
陪

観購捌仙UMⅧ附

平成3年
平成9年4月
平成12年6月

平成13年5月

平成14年7月

平成14年11月
平成15年1月
平成15年3月

平成15年5月
平成16年4月
平成17年5月

平成18年4月

大学設置基準の大綱化

教養教育の改革

21世紀の広島大学偉　マ鼠タープラン

「広島大学の学士課程教育体制の再構築に

向けて」東学計画黍員会答申

「教育プログラム制の導入について」

教育プログラム開発準備部会　中間報告

教育プログラム導入に関して評諌会で合意

学長の「長期ピジョン」の提示

「教育プログラム制の導入について」最終答申

教育プログラム実施時別委員会設置

学士課程教育センター，教育プログラム推進部

学士課程会議

数育プログラムの導入

「広島大学の学士課程教育体制の再構築向けて」
駐

親日・剛別冊仙UW作賂m

学習到達度を明確に測定するなど畢生碍学
習状況を把握する全学的なデ仙タベ仙果を構
築し．カリ卑ユラムや教育方法の改善につな
がるシ果テム侍りを提案

学士課程教育を学部の枠内にとどめることな
く，学部を超えて実施する柔軟な教育棟制と
して「プログラム制」の開発を学士課程教育
再構築のための具体的方策の一つとして言
及
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長期的視野に立った教育の質的向上を図る
ために，第1段階として学士課程教育の充実
を挙げ，学士課程教育の到達点に対する明

確な目標を設定し，その到達目標に向けての
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教授と学習

成績評価の内容と方法
評価基準

勧告

瀾

広島大学の教育改革
酎・附・仙UMV【附

平成3年
平成9年4月

平成12年6月
平成13年5月

平成14年7月

平成14年11月
平成15年1月

平成15年3月
平成15年5月
平成16年4月

平成17年5月
平成18年4月

大学設置基準の大綱化

教養教育の改革

21世紀の広島大学像　マスタ¶プラン

「広島兼学の学士課程教育体制の再構築に

向けて」大学計画委員会答申

「教育プログラム制の導入について」

教育プログラム開発準備部会　中間報告

教育プログラム導入に関して評議会で合意

学長の「長期ピジョン」の提示

「教育プログラム制の導入について」最終答申

教育プログラム実施特別委農愈設置

学士課程教育センター，教育プログラム推進部

学士課程会議

数育プログラムの導入

イギリスにおける大学品質保証
寵

誤…肪仙U佃雌m

学問領域別学位水準基標

（su叫ectbenchmarkstatement）の提示

←イギリスの大学品質保証機構（QAA）

学位プログラム内容の特定

（PrOgrammeSPeCifications）

←各高等教育機関での具体的なカリキュラム

の立案・作成

教授と学習（学生が学乱ていく際の手引書の作成）誤酬脚
噛碧空空室■

コースの達成目標とその方法

コースの構造と内容

評価方法

文献一覧
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熊川剛UW作肘Ⅳ

成績評価の内容と方法
告　十　　　　　　　　　　　　　　　÷　　「 ＝竺：±

評価すべき学生の諸能力は広範囲にわたる
こと．また夢様な教育歴と資格をもった学生
が入学していることから，評価の方法・手段

は複数・多様であるべきこと

評価の方法・手段の主たるものは，学生が作
成する種々のタイプの論文であること

学習の成果抽arningoutcome与I
誤…附仙山肌肌

‾‾‾‾二‾‾二＝二二二‾二＿＿　　ニーー　　　　ーーー＝⊆＝⊇＝＝二＝‾‾‾‾‾‾　　－－　　　　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　　　　＿二二二二二：二二二二＿＿＿

具体的に身につく知識t技能・態度（卒業後の
職業や生活との関りも視野に入れて）

皇赴墾鮭（knowledge＆understanding）

知的遺草帥ntellectual（thinking）skills）

宴堕坦撞壁（PraCtjcalski”s）

h般（転移可能）技能（transferabIeskills）

教育プログラムの種類
露

蘭川船舶UW雌m

二＝＝二＝二＝＝±：≡≡≡≡≡≡＝＝

・主専攻プログラム

・副専攻プログラム

・特定プログラム

評価基準（学位の等級に対応）
談川脚仙州間門

≡二ニーニ⊆三三二＝二二二二二二二≡ニーーー＝－－－－－－一ニーーー　ーーーーーーー一三≡≡二≡ニーーーニ

各等級に要求される学習成果・到達度の

内容・特性を明確にし，学生に公表すべきこと

小論文形式の試験の評価基準の例として

構造と焦点．議論と表現の質，知識の範囲
に分けて，各等級に要求される水準を具体的
に例示

教育プログラムのモデル例
領…晰仙州隅m

I≡≡≡‾∴＿．‾．■．∴∴＿■＝二二二二≡ニーーニニニニニニニ＝二二二≡＝＝二＝‾二二二ニー＝－－－－－－－－－－－－－一二＝ニーニ　‾‾‾‾‾二二

副腎攻プログrム

牢鼻要件単位

「　　　糊プログラム
佃巧咽プロ列ラム

⊆　　　　絹プ。ダム

壬　攻プログラム　主障攻プロダ　ム　封専攻プログ　ム　‾址専攻プロダ　ム　主軸プログ　ム

僻定プ　グラム　　　特定プ　グラム

専門　　　　　　　専門執　　　　　　専門　曹　　　　　専門　育　　　　　専門

教　劇酒　　　　　粕背　　　　　教晋　　　　　棚脊　　　　　兼教育
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領日脚仙川貼肌

二二二ニーーー＝＝一二　　‾二二二≡＝－－一二＝＝＝≡

主専攻プログラム
■二‾‾．‾‾‾‾‾‾‾‾二＝＝‾‾二二二≡

・目的

卒業時に学士号を取得するためのプログラム

・種類
学部，学科から提供されるプログラムと学部，学科にまた

がって提供される学部横断型プログラムとがある

・選択と登録

入学と同時に履修登録されるプログラムと．入学後（1年生

修了後等）に履修選択するプログラムがある

主専攻プログラム（2）　　　　針腫仙冊馴
■＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿．＿．‾＿‾＿二三≡二「＿＿＿＿＿．＿．二＿．＿＿＿＿二＿＿＿＿＿．＿．．．一二＝ニニニ．＿＿．．．＿＿＿「＿二＿．＿．＿．＿．．＿．．＿．．．．．．＿．ニーニ丁二二‾二‾‾‾二二二＿＿．二．．＿．．．＿．．．．

巨］ 1築粁撃鵜

賢拘置等蒜蒜蒜

拝

観巧輔

桓二＿＿　千野塾

工学部

封闊艶赦龍学部龍飛熱前澤燕
謹僅轍純紫車軸贈賄鞍塾

生物生産宇部　隣鰍坤斬斬締鞘
酎糟節操御
津欝緋柵髄蝋＃軽革帯嵐

計63プログラム

プログラムの登録と選択（1）
隕…脚仙uHⅣ・拓m

l二二［「．．＿‾　　ニーー‾‾‾＝≡＝二＝≒≡≡＿＿二二二三二＝‾二≡＝　　　　　二二≡≡二＿＿＿＿．丁．＿．ニ　　　ーー　　ニ≡≡三＝三三≡≡≡

・学生は一つの主専攻プログラムを選択し登
録する

・登録するプログラムによっては，転学部■転
学科の扱いとなる

・プログラムの登録時期－1年次終了時を

基本とするが，各プログラムは教育目標に応
じて別に定めることができる

主専攻プログラム（1）
祝日・剛倒日仏UW咋婿仰

事〒＝二二＝‾　－－－－－－－＝＝≡≡＝二＝＝二三三二＝．－－∴－－－－≒三二二＝．．．．．．．．二≡二‾‾‾‾　‾‾‾‾二‾‾‾≡≡

臣＃真理当挺葦封幸恨ん珪 石　：ヰェ

雑萩＃轍鮒輔皆華

穂薮莱檻節肇帯革
鼎敢闘顕碗酸韓

嵐線審拙錦媚帯串
鞭指弾離村帯

紐合科学部　　東耗蒼湘酔鞋掛軸汚譲

袈臓軸画料軸巧壌
日揮轢剤紫禦日栄琵蕊

栄華碑指幣伊澤滞
日憩相称牛燕錦蕪
班蹟醇鮨坤革結湘舘

二
事　　　　　　　悩　淋

捏耐難畢架鮨
酷轍軒尭顔翫旗艦帯革壁材
苛叙
粥掛橋誅野郎酎輯裡輯軸
髄槻墜曝認婚擦雛獅蛸韓

野馳静盛運層

陣容兜教甘酢鄭観敵鮒弾指端

歌青学部

入学と同時に決定するプログラム

入学後に決定するプログラム

主専攻プログラムの特長
萌H帆仙UWV・肝

I二＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．＿．．＿．．．．＿．．二．．．．．．．．．三∵二二二〒±＿二二二二＿＿＿1．二＝三三．．＿‾＿‾．‾．‡‾．‾‾‾．‾千二ニー＿＿．．＿．．［「＿二二二二二二＿．二二∴。二二∴二二三≡

・学修の到達目標が明示されているので，

Å撃前から†卒業までの教育内容が明瞭

・学問に関する知識・理解の成績評価にとどま
らず，知的，実践的，総合的な能力ー技能を
測定

・到達度に応じたきめ細やかなチュ一子インゲ

・自分の長所が実感できるので，自信を持って
進路に向かうことができる

十（「

プログラムの選択と登録（2）
唱

誤H・鵬厨川仏U脚㈹貼抑

‾‾二二三＝＝ニーーーーーーニー　ニニーーーー：±二＝　－－　　　　　－　■－－－－－－－－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾＝‾＝－－　一二二ニーー‥＝二≡ニーーーーーーーーーー　　　　　　ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーニ

プログラム登録時には既修得要件を満たす
ことが必要

上限数を設けることができる

ガイダンスと履修指導の必要性

選択・登録の手続きは所属学部で
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特定プログラム
簡H旺捌仙UM・VE脚

＝＝二二三　二二二二＝≡≡＿＿－＝＝三≡≡≡：二二＝：二‾－±二二二三≡≡

目的

特定のテーマに基づいて学んだり，資格を取得するために
学ぶプログラム

編成要件

単位数は特に定めないが，10単位程度を目安とする

選択・登録

各学年暗線了時

担当教員会の設置
擬舗

襖H・附・仙州町Ⅳ

・主専攻プログラムの専任教員から構成される

担当教員会を設置する

・責任者としてプログラム主任をお〈

副専攻プログラム及び特定プログラムにおけ
る担当教員会は必要に応じて組織する

親日用心引≠肌且U川V聞Smr特定プログラム

謳　≡芸

担当教員会の業務
離

観HtR捌仙UMV耶m

十サ
ー　－　－　－　－

主専攻プログラム及び副専攻プログラムのカリキュラムの編
成と実施

学生への既修得要件の明示

学生の受け入れ上限数の明示及び登録した学生の確認

転プログラム希望学生の受け入れに関すること

主専攻プログラム及び副専攻プログラムの修了判定

履修指導

プログラムの自己点検評価とその改善

学部教授会と連携した教務・学生指導及び就職指導

その他教育プログラム実施に必要な事項
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教育プログラム詳述書（1）　　恥肺腑脚馴
呵 要要岳要

詳述書

プログラムの到達目標と成果，プログラムの
概要，教育内容＃構造と実施体制．教育儒学
習方法や試験蓼成績評価などについて明示し，

学生のプログラム選択や履修のための説明
書とする。

シラバス　　　　　　　　　領酬脚
l±ニーて＝「

＿＿　　　　　＿＿＿＿＿「＿＿＿二≡二＝＝＝＝ニーーーーーーーーーーーー＝二二＝＝＝二＿＿二

・授業科目の単位を取得するためになすべき

学習を主体的に進める上での必要な情報を
まとめだi学習の手引き竹とする

誤H・附仙U叩VE馴Y

÷＋

到達度の測定
計墟嬢 ‾　　　‾　　　‾　　　‾　　　‾　　　‾　　　‾　　　‾　　　‾　　　‾　　　‾

特長

本教育プログラム導入にあわせて知識一理解

に関する評価と能力・技能を分離して評価する
こととした。ポテンシャルである能力・技能を顕
在化させることにより．学生が他者に向かって
学生自身の力を具体的に説明できる大きなメ

リットを与える。

教育プログラム詳述書（2）
錮崩♯・

領H・蜘l仙UM価m

プログラムの紹介と概要

プログラムの開始時期とプログラム選択のための既修得要件
プログラムの到達目標と成果
（「プログラムの教育“学習方法」を添付（別紙1‖
教育内容・構造と実施体制

（体系的に理解できる図を添付（別紙2））
授業料目（履修表を添付（別紙3））
教育・学習（教育方法．学習方法，学習支援体制）

評価（試験・成績評価）
到達度チェックの仕組み．成績が示す意味
（「到達日韓項目と評価基準の轟」（別紙4））

プログラムの責任体制と評価

誤…附肌仙U岬作附

シラバス
離妄言芸⊇喜喜喜

1一十　　　什巾※÷

授業の概要

プログラムの中での位置づけ，学習の成果

授業計画及び予習■復習へのアドバイス

成績評価の方法

既修得要件など
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成績評価　　　　　　　　　誤㈹帥…朋醐

O「知識・理解」の評価は，次のいずれか又は併用によるものとする。
・秀．健，良，可，不可の5段階評価とする。
秀：90点以上
優：80点以上
良：70点以上
可：60点以上
不可：60点未満

・0～100点の素点評価とする。この場合，60点未満は不合
格とする

O「能力・技能」の評価は次のように行う。
「非常に渡れているj，「優れている．ト．「基準に到達している＿】．
「〔評価表に）記載無し」の4段階評価を行う。

塾

知的能力・技能1（物理学プログラム）
鞄…肘仙川・肌

＝‾‾ニ　　　　　　　　　ー　＿　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーーーーーーーニニニ≡

・物理学的問題の定式化能力とその解決力

を身につける。

適切な物理学の原理を特定できる。

問題解決のガイドとなるモデルの設定や量的ス
ケールを推定できる。

仮定や近似を明確にしながら、得られた結果を
説明できる。

実践的能力1技能（物理学プログラム）
葉

隠…仙仙U帽Ⅵ鷲釘付

研究計画や実験計画を立案し実行する。

その結果をレポートに纏めることが出来る。

知的能力・技能2（物理学プログラム）
一

世Hl鮒仙州Im

物理学の世界を記述する数学力を身につ

ける。そのために受講生は次の事項を学習

する。

近似の役割と数学的モデリングの意味を理解す
る。

測定や観測などの客観的事実と．理論計算あ
るいはモデル計算結果との違いを定性的ある
いは定量的に説明する。

総合的能力・技能（物理学プログラム）

・問題解決力
・研究力
・コミュニケーションカ

・解析力
・IT力

・個人資質
独立にタスクをこなす能力

締め切りまでにタスクを完了する能力

蟄

観…仙仙UW胎什
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プログラムの教育・学習方法（生物圏環境学プログラム）
萌…柏S仙U肌・R～m

l〒二二二■二二二≡≡≡二≡≡■■二三≡≡≡≡丁三二＝－一二二二二＝二　　　　＿二＝三＝＝＝r二三∵＝二‾‾‾‾‾‾‾‾二二二‥一二＝

0知識・理解

身につく知♯・技能■≠度等
1幅広い教養と，自然科学及び社会科学について

の基本的な知識
2　生物資源」食料生産，バイオテクノロジー，生
物粟境の保全に関する幅広い基礎的知識
3．植物の栄養生理、蘇靖への適応性、作物の特性
と栽埴生産とそれを支える土壌の構造と機能に関す

る基礎的な専門知帯と理解
4　水域の環韓や生物生産と生態系の横領と稚儲な
どに関する基礎的な専門知識と理解
5　生物周に才引ナる食料の生産から流通・消卦・廃

業にいたる社会システムの社会経済学的知識と理解
8　生物圏環境学分野における先端的な知識・技能
の理解
7　英語の読解力を高め，科学英語を修博する

教育・学習の方法
基礎となる知識と理解（1．2）は，基盤
科目および専門基礎科目の講義，実験実習お
よび少人数セミナ岬を通して学生に修得させ
る。
専門的，発展的知識と理解（3．4．5）
は専門科目の講義，実験実習，演習を通して
獲得させる。特に，先端的知識と理解（6）
は卒業研究とセミナーにより強化される。
科学英語の実践的知識と理解（7）は，教
養的教育科目の英語と外書購読，演習，セミ
ナー，卒業研究によって獲得させる。
評価
知識と理解は「試験，課唐に対するレポー
ト　研究発表を通じて評価する。科学英語の
実践的知識と理解は，試験，プレゼンテーシ
ョン並びにTOEIC等の共通試験を通して評価
する。

到達邑標評価項目と評価基準の表（経済・経営統合プログラム）

耳

断・鵬…舶州階m

0　知識・理解

到連日標評価項目と評価基準の表（生物圏環境学プログラム）
罷川脚仙UM偶m

」≡三二∵「㌻‾‾一二＝ニーーーニ‾‾‾二二二＝≡〒≡一TTT．‾‾‾‾二＝‾‾　　－－＝＝＝＝＝＝＝二＝二…＝二＝＝二二≡

0　知能・理解

妻
到達度は，所定の
公式により，授業
成績の平均評価点
（酌　として計算さ
れる。6鴫以上を基
準とする。

空馳側仙）l

式により，授業成績
の平均評価点（射
として計算される。
7〔瑞以上を基準とす
る。

最高水準（Be眉t）

到達度は，所定の
公式により，授業
成績の平均評価点
（％）として計算さ
れる。80％以上を基
準とする。

到達度は，所定の
公式により，授業
成績の平均評価点
（射　として計算さ
れる。8（瑞以上を基
準とする。

幅広い教養
と，自然科
学及び社会
科学につい
ての基本的

享

領…鵬腑UMV【脚
プログラムの教育・学習方法（生物圏環境学プログラム）

○　知的能力・技能

身につく知織・技能・態度等
1実験や統計等によって得たデータに関する
情報処理能力
2陸域の環境・瞥源循環および麗済性に配慮
した作物生産を思考する能力
3水域の環境・温顔循環および経済性に配慮
Lた海洋生物生産を思考する能力
4食料生産一環境■資源循環に関する文献・
統計等資料を収集し，読解する能力
5食料生産・頻境・資漁循環に関する問題に

ついて論理的に思考する能力
6自然科学的知識をバックグラウンドに持つ
社会科学的アプローチ，または社会科学的知
識をバックグラウンドに持つ自然科学的アプ
ローチが可能な知識と能力
7生物圏全域あるいは各地域社会における，
食料生産・流通・消費・廃棄のリサイクルシ
ステムを思考する能力

‡

教育・学習の方法
知的能力・技能は，講義，演習
，セミナーはもとより，取り分け
実験実習，個別指導等を通じて発
達させる。
評価
知的能力・技能は，グループワ
ーク，インタビュー∴試験や課題
研究への対応によって評価する。
卒業論文の作成は，学生に高度な
思考能力，論理構成力，文章作成
力を証明させるものである。

到達目標評価項目と評価基準の表（経済・経営統合プログラム）

臼

範H・R酬仙UMIVfR5・¶

0　知的能力■技能
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プログラムの教育・学習方法（生物圏環境学プログラム）

書

簡H・ROS仙州【馴

○　実践的能力・技能

身につく知識・技能・態度等
1　陸域や水域の生物生産に必要な元
素，土壌や水域環境の保全などに関連
する無機元素および有機化合物の分析
解析を行うことができる。
2　環境保全や資源の循衆および経済
性に配慮した作物生産や肥培管理を計
画　立案することができる。
3　環境保全や資源の循希および経済
性に配慮Lた海洋生物生産を計画■立
案することができる。
4　農漁村及び食料関連機闇　企業に
おける社会調査を行うことができる。
5　科学論文の作成及びそれに関する
ディスカッションを行うことができる

教育・学習の方法
実験実習，少人数セミナー等の実
践的体験　学習を通じて発達させる
。実験の準備，データの収集　解析
，結論に至る考察において，教員や
TAとの緊密で理論的な議論を行い能
力を強化する。学術論文作成の能力
を強化するため，その構成法など実
践的技能も育成する。
評価
提出されたレポートの内容，研究
の発表内容及び発表方乱　数貞との
議論等を通じて評価する。

到達日揮評価項目と評価基準の表（経済・経営統合プログラム）
領H耶川仙U州VE醐

≡＝－－－－－一二こ＝　　‾　－－－－‾‾‾‾二＿＿二＿一戸＝＝ニ「二＝ニーーーーーーーーーーー＝二　‾　－－一二＝＝÷ニーーニーーニニ＝三－一二二…＝二＝－－－‥＝＝＝＝⊆

○　実践的能力・技能

非常に摩れている

軌ている「基準賢「l
経済・経営総
合プログラム
で養成された
能力を基に、
社会現集を分
析し、間厘点
を把握・分析
し、その解決
策を評価する
能力

本プログラムで養
成した総合的知
識・能力を利用し
て、社会科学上の
諸現象を分析・理
解し、問題点を的

本プログラムで養成　本プログラムで養成
した総合的知識・能　した総合的知識■能
力を利用して、社会　力を利用して、社会
科学上の諸現象を分　科学上の諸現象を分
析・理解し、問題点　析・理解し、問題点
を的確に把握するこ　を把握することがで

確に把握すること　とができる。　　　　きる。
ができる。さらに
問題点を分析し、
提示された諸々の
解決策を評価でき
る。

観H・鮒仙U州Ⅷm

有

到達目標評価項目と評価基準の表（経済■経営統合プログラム）

－‾‾：＝

○　総合的能力・技能

非常に康れている　　　　　　優れている　　　　　　　　　基準に到達している

レポート作成偉力　国書　雑誌■W撼　学　　図書　雑誌　W碗を検索　雑誌　Webを検索し　情報収集を行い、
術匿を検農し、情報収　　し　情報収集を行い、　　徴用に対応した要約ができる。
集を行い1粗頓に対応　　課題に対応した適切な要
した要約のみならず　　　約ができる。
問題意横を十分に組み

込んだ適切な分析が行
見る。

プレゼ′テーrヨ　必票な資料を活用し　　　必要な資料世活用し　圭　主張を相手に伝えるプレゼ′テーリヨン

ン能力　　　　　　主張を相手にわかり易　　張を相手にわかり易く転　ができる
く且つ十分に説得力の　　えるプレゼンテーン∵ヨこ′
あるプレゼ′テ｝「ノヨ　　ができる。
ンができる。

ディスカγション′l綱領　ゼミ等で州極的　　騰義　ゼミ等で積極的に　講義　ゼミ専で発音ができる。
能力　　　　　　　に発音し、相手の主張　　発音し　相手の主張を的

を的故に理解し　適切　確に理解し　適切な質疑
な質疑応答ができる。　　応答ができる。
さらに、濃論を纏めて

適切な方向に議論を誘
導することがで書古。

キャリア意職　　　卒業後の就業に強い関　　卒業後の就業に強い関心　卒業後の就業に関心を持っている。

心を持ち　明確かつ月rllを持ち　情報収集を行っ
体的な就業行動をとる　　ている。
青息を持っている。

到達目席評価項目と評価基準の表性物圏環境学プ。グラム）　取付・・O5日…雌m

＿　　　　‾▼‾‾‾‾‾‾‾　　　二＝＝＝‾‾‾二二一－－　　　＿＝＿　‾‾‾‾　　＿＿二二二　＿二二二二r

O　実践的能力・技能

評価項目　　　最高水準（Besd

生物生産や環境　無機元素及び有
保全のための化　機化合物を測定
学分析・データ　　し、データの整
解析　　　　　　理や解析を行い、

とりまとめがで

きる。

最低水準
（T王1r朗hold）

無機元素及び主
要な有機化合物
を測定し、デー
タの整理ができ
る。

平均的水準
（Mo血D

無機元素及び主要
な有機化合物を測
定し、データの整
理やその解析がで
きる。

環境保全や資源
の循環および経
済性に配慮した
作物生産や肥培
管理を計画・立
案できる

環境保全や経済　適切な肥培管理の　作物生産を行う
性を配慮し、適　　基に作物生産を行　計画をある程度、
切な肥培管理の　　う計画を立案でき　立奏できる。
基に作物生産を　　る。
行う計画を立案
できる。

環境保全や資源
の循環および経
済性に配慮した
海洋生物生産を
計画・立案でき
る

環境保全や資源二l纏済性に配慮した　海洋生物生産を
の循環および経　緯洋生物生産を計　計画をある程度、
済性に酉己慮した　　画を立案できる。　立案できる。
梅津生物生産を
計画を立案でき
る。

詞H帳OS…仙川VE矧¶
プログラムの教育・学習方法（生物圏環儒学プログラム）

l二＝二≡二＿二＝二二二二二二二＿二≡≡三二二二三二二二二二二＿＿二三二＿二二＿‾⊥＿二二二⊆＿＿＿＿＿＿＿＿二二二二＝

0総合的能力・技能

問題解決力
研究力
コミュニケーゾヨノカ
解析力
IT力

個人資質・態度

教育・学習の方法
コア科目，オプショナル科目全て
の授業科目を通して開発・育成する
0

「　　評価
全ての，講義，実験実習，演習，
セミナーなどの中から，「能力　技
能・態度等」の各項目を評価するの
に適切な授業を割り当て．それらの
授業によって測定された結果を総合
して評価する。
実験実習のレポートなどについて
は，内容の理解について多面的に評
価する。
卒業研究の発表会では指導教員並
びにプログラム担当教員が学術的達
成度及び能力・技能の獲得レベルを
モニターする。

簸川附・肌珊亡RSm

＝　　＿＿　＝＝二二ニーニ＝こ⊆＝ii
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